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京都⼤学ジャパンゲートウェイ構想（JGP)
融合⼯学コース 物質機能・変換科学分野

スーパーグローバルコース（SGC)

履修ガイダンス
配布資料

2/21１．スーパーグローバルコースについて

＜趣旨＞
化学系専攻が係わる各分野において、広い視野で⾃ら考え、解決
策を構築し、またその考えを世界に発信できる能⼒を有する研究
者・技術者を育成し国際社会に送り出す

＜2つの側⾯＞
・平成26年度から開始された、スーパーグローバル⼤学創成⽀援
「京都⼤学ジャパンゲートウェイ構想」の⼀環として、海外の
⼤学院と連携したコースの設⽴に向けての活動における「スー
パーグローバルコース」
・・以後「JGPスーパーグローバルコース」と⽰す

・平成27年度から開始された、⼯学研究科融合⼯学コース物質機
能・変換科学分野における「スーパーグローバルコース」
・・以後「⼯学スーパーグローバルコース」と⽰す
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5/21２．教育指導

連携プログラムの融合⼯学コースにおいては、主指
導教員に加えて原則として2名の副指導教員を定め、履
修⽣の⽬的に応じたカリキュラム構成や進路指導等、
綿密な指導を⾏います。副指導教員の1名は、原則とし
て専攻学術を異にする教員から選ばれます。履修⽣の
学籍は、原則として主指導教員が所属する専攻に置か
れます。また、学修・研究の進展に応じて、所定の時
期に進級審査等が⾏われます。

・新規履修⽣は、指導教員と相談し、2名の教員に副指
導教員を依頼し、書⾯でAクラ教務に提出すること。

・将来的には海外の教員に正規に副指導教員を依頼す
ることも視野に⼊れている。

6/21

アドミッションポリシーで記した⽬的達成のため、化学・化学⼯
学分野で世界的トップレベルの海外教育研究機関との連携・協⼒
の強化を⾏い、化学・化学⼯学に関する先進的・学際的な研究・
教育を展開する。具体的には

・化学・化学⼯学分野においてトップレベルの研究者を招聘し、
集中講義を実施する。

・海外提携⼤学の化学・化学⼯学科の教員との共同研究の実施、
その研究を通した教育を実施する。

・海外提携⼤学の化学・化学⼯学科での研究インターンシップを
実施する。

・博⼠後期課程での履修に必要な授業科⽬は全て英語で開講する。
これらの教育を通して、化学・化学⼯学の各分野で、成果を

世界に発信できる能⼒を有する研究者・技術者を育成する。

カリキュラムポリシー
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7/21
３．JGPスーパーグローバルコースの修了要件

１．⼯学研究科博⼠課程前後期連携教育プログラムの融合⼯学
コース，物質機能・変換科学⼯学分野のスーパーグローバル
コースに所属し，別途定める規定の単位を取得すること。

２．JGPセミナーとJGP国際インターンシップを，併せて1.5単位
以上取得すること。

３．博⼠論⽂（含草稿）に対して海外教授の指導を受けること，
もしくは，海外研究機関で1ヶ⽉以上のインターンシップ研修
を⾏うこと。

４．物質機能・変換科学分野において必要な研究指導を受け，⼯
学研究科の⾏う博⼠論⽂の審査及び試験に合格すること。

注︓⼯学スーパーグローバルコースの修了認定
要件は，１および４

8/21
３．JGPスーパーグローバルコースの修了要件

１．⼯学研究科博⼠課程前後期連携教育プログラムの融合⼯学
コース，物質機能・変換科学⼯学分野のスーパーグローバ
ルコースに所属し，別途定める規定の単位を取得すること。

２．JGPセミナーとJGP国際インターンシップを，併せて1.5単
位以上取得すること。

３．博⼠論⽂（含草稿）に対して海外教授の指導を受けること，
もしくは，海外研究機関で1ヶ⽉以上のインターンシップ研
修を⾏うこと。

４．物質機能・変換科学分野において必要な研究指導を受け，
⼯学研究科の⾏う博⼠論⽂の審査及び試験に合格すること。
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科⽬区分
単位数

5年型 3年型
修⼠課程 博⼠後期課程 博⼠後期課程

コア科⽬ 4単位以上 6単位以上 2単位以上
Major科⽬ 8単位以上 10単位以上 2単位以上
Minor科⽬ 4単位以上 6単位以上 2単位以上
ORT科⽬ 8単位以上 10単位以上 2単位以上
その他の科⽬ 必要に応じて指導教員の承認を得て履修
合計 30単位以上 40単位以上 10単位以上

科目区分 
単位数 

5 年型 3 年型 
修士課程 博士後期課程 博士後期課程 

コア科目 6 単位以上 6 単位以上 2 単位以上 

Major 科目 10 単位以上 12 単位以上  2 単位以上 

Minor 科目 4 単位以上 4 単位以上 0 単位以上 

ORT 科目 8 単位以上 8 単位以上 2 単位以上 

その他の科目 必要に応じて指導教員の承認を得て履修 

合計 30 単位以上 40 単位以上 10 単位以上 

（１）科⽬履修（修了に必要な単位）

物質機能・
変換科学分
野の必要単
位

⾚字の部分が異なる

10/21

5年型

春 夏 秋 冬 修士 博士
SGC博

士

10H403 □◎
ディメンジョンの制御とナノ・マイクロ
化学

大塚・沼田・三浦・安部・
江口・陰山・（化研）村田・
佐野・前・松坂・外輪

2 1.5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10H404 ◎ 分子機能と複合・集積機能

今堀・（化研）梶・佐藤（徹）・
秋吉・大北・松田・東・（化

研）辻井・伊藤（彰）・（化研）

中村・中尾

2 1.5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10H407 〇 複合系の物理化学と解析技術
田中（勝）・作花・田中
（庸）・（化研）渡辺・中村・古
賀・山本・宮原

2 1.5 〇 〇 〇 〇 〇

10H409 〇◎
化学から生物へ　生物から化学へ
Scientific Approacches from
Chemistry to Biology and vice versa

白川・秋吉・浜地・（ウ再研）

田畑（泰）・森・跡見・（ウ再

研）永楽・沼田
2 1.5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10H412 □ 先端二次電池 安部・宮崎 1 〇 〇 〇 〇 〇

10H414 □◎ 集積合成化学 永木 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10H420 〇◎ 集積化学プロセス 外輪・牧・村中・殿村 2 1.5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10H817 〇◎ Microbiology and Biotechnology Atomi 2 1.5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10H424 〇 環境資源循環技術
高岡・西村・中川・牧・大
下・日高

2 1.5 〇 〇 〇 〇 〇

＊ 10H459 □ 集積化学システム 牧・永木・殿村 1.5 〇 〇 〇 〇

(7）科目標準配当表（物質機能・変換科学分野（融合工学コース））

分野内
科目
分類

履
修
生
源

科目
コード

科目名 担当教員

毎週時数

単位

科目区分 履修指定

前期 後期
コア
科目

Major
科目

Minor
科目

ORT
科目

３年型、５年型

コ
ー

ス
提
供
科
目

高
等
研
究
院

提
供
科
目

集中

集中

集中

（１）科⽬履修 修⼠課程の修了要件は、物質機能・変換科学分野の修⼠と同じ
博⼠後期課程の修了要件は、SGC博⼠の欄を⾒る
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5年型

春 夏 秋 冬 修士 博士
SGC博

士

10W432 物質機能・変換科学特別実験及び演習Ⅰ 全員 2 〇 必修

10W433 物質機能・変換科学特別実験及び演習Ⅱ 全員 2 〇 必修

10W434 物質機能・変換科学特別実験及び演習Ⅲ 全員 2 〇 （必）

10W435 物質機能・変換科学特別実験及び演習Ⅳ 全員 2 〇 （必）

10W437 物質機能・変換科学特別セミナーⅠ 全員 1 〇 〇 〇 〇 〇

10W438 物質機能・変換科学特別セミナーⅡ 全員 1 〇 〇 〇 〇 〇

10W439 物質機能・変換科学特別セミナーⅢ 全員 1 〇 〇 〇 〇 〇

10W440 物質機能・変換科学特別セミナーⅣ 全員 1 〇 〇 〇 〇 〇

10W441 物質機能・変換科学特別セミナーⅤ 全員 1 〇 〇 〇 〇

10W442 物質機能・変換科学特別セミナーⅥ 全員 1 〇 〇 〇 〇

(7）科目標準配当表（物質機能・変換科学分野（融合工学コース））

分野内
科目
分類

履
修
生
源

科目
コード

科目名 担当教員

毎週時数

単位

科目区分 履修指定

前期 後期
コア
科目

Major
科目

Minor
科目

ORT
科目

３年型、５年型

研
究
室
提
供
科
目

（4）

（4）

（4）

（4）

1

1

1

1

1

1

（１）科⽬履修

スーパーグローバルコース（SGC)では、
研究室でのゼミは4単位までしか認定され
ない

12/21

３．JGPスーパーグローバルコースの修了要件

１．⼯学研究科博⼠課程前後期連携教育プログラムの融合⼯学
コース，物質機能・変換科学⼯学分野のスーパーグローバ
ルコースに所属し，別途定める規定の単位を取得すること。

２．JGPセミナーとJGP国際インターンシップを，併せて1.5単
位以上取得すること。

３．博⼠論⽂（含草稿）に対して海外教授の指導を受けること，
もしくは，海外研究機関で1ヶ⽉以上のインターンシップ研
修を⾏うこと。

４．物質機能・変換科学分野において必要な研究指導を受け，
⼯学研究科の⾏う博⼠論⽂の審査及び試験に合格すること。
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13/21（２）JGPセミナー

毎年「JGPセミナーⅠ〜Ⅻ」をいくつか開講。講義を受講し課された課題（レポー
ト提出等）で合格点を取れば、「JGPセミナーⅠ」から順番に単位が取得できる。た
だし、1年間で取得できる単位は1.5単位まで。
また、本コースが単位認定した単独の講演会に4回参加し，それぞれ所定のレポー

ト等を提出すれば、JGPセミナーの1つとして認定する。

単位認定にかかわらず，積極的に多くの講演会に参加し、視野を広げることを期待

JGPセミナーⅠ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅡ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅢ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅣ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅤ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅥ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅦ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅧ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅨ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅩ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅪ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

JGPセミナーⅫ JGP特任招聘教授　他 自 0.5

新
規
設
定

14/21（２）JGP国際インターンシップ

JGP国際インターンシップ Ⅰ（短期）
JGP化学系ユニット

教員
1

JGP国際インターンシップ Ⅱ（中期）
JGP化学系ユニット

教員
2

JGP国際インターンシップ Ⅲ（長期）
JGP化学系ユニット

教員
4

自

自

自

・海外連携⼤学における1ヶ⽉程度（Ⅰ）、2ヶ⽉程度（Ⅱ）、
3ヶ⽉以上（Ⅲ）のインターンシップを認定
・京都⼤学、⼯学研究科が実施している「産学連携研究型イ
ンターンシップ」への参加も推奨する（博⼠後期課程学⽣に
対しては、増加単位）。
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15/21

３．JGPスーパーグローバルコースの修了要件
１．⼯学研究科博⼠課程前後期連携教育プログラムの融合⼯学コース，物質機

能・変換科学⼯学分野のスーパーグローバルコースに所属し，別途定める
規定の単位を取得すること。

２．JGPセミナーとJGPインターンシップ（2017年度からは，JGP国際イン
ターンシップ）を，併せて1.5単位以上取得すること。

３．博⼠論⽂（含草稿）に対して海外教授の指導を受けること，
もしくは，海外研究機関で1ヶ⽉以上のインターンシップ研
修を⾏うこと。

４．物質機能・変換科学分野において必要な研究指導を受け，⼯学研究科の⾏
う博⼠論⽂の審査及び試験に合格すること。

・可能な限り海外インターンシップに参加できるよう、ユニットで配慮
（これまでは、希望者は全員実施）

・指導教員と打合せ、早い段階から準備する（国際会議などで顔つなぎ）
・海外インターンシップができなくても、海外教授から論⽂指導を受けら
れればOK
・海外教授との共著論⽂・共著総説などを出すときには，謝辞に「JGP⽀
援による」という⼀⽂を含めること（そのテンプレートについては、
JGP化学系オフィスに問合せること）

16/21

３．JGPスーパーグローバルコースの修了要件

１．⼯学研究科博⼠課程前後期連携教育プログラムの融合⼯学コース，物質機能・変換
科学⼯学分野のスーパーグローバルコースに所属し，別途定める規定の単位を取得
すること。

２．JGPセミナーとJGPインターンシップ（2017年度からは，JGP国際インターンシッ
プ）を，併せて1.5単位以上取得すること。

３．博⼠論⽂（含草稿）に対して海外教授の指導を受けること，もしくは，海外研究機
関で1ヶ⽉以上のインターンシップ研修を⾏うこと。

４．物質機能・変換科学分野において必要な
研究指導を受け，⼯学研究科の⾏う博⼠
論⽂の審査及び試験に合格すること。

上記の４条件が満たされれば、
学位記に加え、総⻑名での
修了証明書が発⾏される
（⼤学の記録に残る）

１．４の条件をクリアすれば、
学位は取れる。
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17/21

英語⼒の向上

広い視野をもつ

４．履修ガイダンス

・標準カリキュラムを参考に，学位取得までに⾝につけ
たい素養を各⾃設定し，その獲得に向けて⾃主的に活
動する

・留学には必須
・ユニット提供科⽬
・⼯学研究科共通型講義科⽬

積極的に履修
（単位の問題ではない）

⼯学研究科共通型講義科⽬などを⾃分で考えて履修
・⼯学と経済（上級）
・エンジニアリングプロジェクトマネジメント
・エンジニアリングプロジェクトマネジメント演習 など

18/21

JGP化学系オフィス

A3-152号室
⽥中⼀義先⽣（2876）

tanaka.kazuyoshi.4r@kyoto-u.ac.jp
北尾美弥さん（2878）

kitao.miya.2r@kyoto-u.ac.jp

学⽣の⾃主的な活動

国際学⽣ワークショップ
学⽣が主体となったWSの開催

国際ワークショップ
テーマを定めたWSへの参加
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19/21コース変更⼿続き

新M２学⽣︓現在「融合⼯学コース物質機能・変換科学
分野」に所属していない場合は、早急にAクラ
教務でコース変更⼿続きを⾏うこと。正式な
書類が必要で、⼯学研究科の専攻⻑会議にか
かる。

新D1学⽣︓院試の書類で「融合⼯学コース物質機能・変
換科学分野」を選択していなかった場合は、A
クラ教務で⾄急コース変更⼿続きを⾏うこと。

できていない学⽣は早急に済ますこと

20/21ユニット会議構成教員

材料化学 大塚 浩二 教授
材料化学 中尾 佳亮 教授（副ユニット長）
物質エネルギー化学 陰山 洋 教授
物質エネルギー化学 安部 武志 教授
分子工学 今堀 博 教授
分子工学 関 修平 教授
高分子化学 秋吉 一成 教授
高分子化学 大内 誠 教授
合成・生物化学 村上 正浩 教授
合成・生物化学 跡見 晴幸 教授
化学工学 大嶋 正裕 教授
化学工学 河瀬 元明 教授（ユニット長）
化学工学 佐野 紀彰 教授



2021/7/27

11

21/21
学生名簿

＜平成28年度後期参加＞
服部 優佑（ハットリユウマ） 分⼦⼯学 D3 関研究室

＜平成29年度後期参加＞
⽯⽥ 圭⼀（イシダケイイチ） 分⼦⼯学 D3 今堀研究室

＜令和元年度参加＞
柏原 美勇⼈（カシハラミュウト） 材料化学 D3 中尾研究室
島崎 優⽃（シマザキユウト） 材料化学 D3 中尾研究室
新井 ⼀功（アライカズナリ） 物エネ D3 陰⼭研究室
⼩川 幹太（オガワカンタ） 物エネ D3 阿部研究室
松岡 輝（マツオカヒカル） 物エネ D3 阿部研究室
真⿐ 裕（マハナユウ） 分⼦⼯学 D3 ⽩川研究室
在間 嵩朗（ザイマタケアキ） 分⼦⼯学 D1 佐藤(徹)研究室
道盛 裕太（ミチモリユウタ） 合成・⽣物化学 D1 跡⾒研究室
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＜令和2年度参加＞
藤井 郁哉（フジイイクヤ） 材料化学 D2 中尾研究室
平河 卓也（ヒラカワタクヤ） 分⼦⼯学 D2 ⽩川研究室
⾺ 楡塁（マーユーレイ） 化学⼯学 D2 河瀬研究室
任 傑（ニン ケツ） 化学⼯学 D2 河瀬研究室
窪⽥ 博之（クボタヒロユキ） ⾼分⼦化学 D1 ⼤内研究室
刘 仍伟（リュウニョウイ） 合成・⽣物化学 D1 跡⾒研究室
⼩川 輝（オガワヒカル） 化学⼯学 D1 河瀬研究室

＜令和３年度参加＞
空⽥ 知樹（ソラダトモキ） 分⼦⼯学 D1 菅瀬研究室
⾼遠 美貴⼦（タカトウミキコ） 合成・⽣物化学 D1 濱地研究室
⼤島 正則（オオシママサノリ） 化学⼯学 M2 外輪研究室
栗⽥ 太⼀（クリタタイチ） 材料化学 M2 沼⽥研究室
菅野 陸童（カンノリクト） ⾼分⼦化学 M1 ⼤内研究室


